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３ 要  旨 

ミニトマトにおいて斑点病の発生が問題となっていることから、ミニトマト斑点病に対する薬剤の防除効果を
検討した。
（１）銅水和剤（ドイツボルドーＡ）の予防散布（斑点病菌接種14日前、7日前、1日前）で防除価70以上の高
い防除効果が得られた。
（２）銅水和剤（ドイツボルドーＡ）の菌感染後の散布（斑点病菌接種1日後の散布）では、防除価11と、防除
効果は認められなかった。
（３）イプロジオン水和剤の予防散布（斑点病菌接種7日前、1日前）で防除価70前後と、高い防除効果が認
められた。
（４）以上の結果から、ミニトマト斑点病の薬剤防除において、発病前の予防散布（ドイツボルドーＡ、ロブラ
ール水和剤）が効果的であり、菌感染後の散布（ドイツボルドーＡ）では防除効果が期待できない。なお、有
機栽培で使用可能な薬剤はドイツボルドーＡである。
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